
                                                                                                                        

 

 

議案第６号 

   令和６年度大網白里市病院事業会計補正予算（第２号） 

（総 則） 

第１条  令和６年度大網白里市病院事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条  令和６年度大網白里市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のように補正する。 

         （既決予定数）       （補正予定数）      （計） 

（２） 年間患者数 入院年間延患者数 28,470 人  △ 3,613 人 24,857 人 

 外来年間延患者数 68,993 人 △ 3,150 人 65,843 人 

（３） 一日平均患者数 入院一日平均患者数 78.0 人 △ 9.9 人  68.1 人  

 外来一日平均患者数 283.9 人  △ 12.9 人 271.0 人  

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。  

収  入        （既決予定額）        （補正予定額）             （計） 

  第１款 病院事業収益 2,776,515 千円  53,360 千円  2,829,875 千円  

第１項 医 業 収 益 2,523,619 千円  △ 41,619 千円  2,482,000 千円  

第２項 医業外収益 252,893 千円  94,979 千円  347,872 千円  

支  出    

  第１款 病院事業費用 2,772,379 千円  55,000 千円  2,827,379 千円  

    第１項 医 業 費 用 2,750,975 千円  55,000 千円  2,805,975 千円  
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（資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条本文括弧書を「資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額 61,559千円は、消費税及び地方消費税資本的収支調

整額、当年度分損益勘定留保資金をもって補填するものとする。」に改め、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正する。  

収  入       （既決予定額）       （補正予定額）             （計） 

  第１款 資本的収入 226,153 千円  △ 16,635 千円  209,518 千円  

第１項 出 資 金 80,000 千円  16,665 千円  96,665 千円  

    第５項 公 営 企 業 債 143,400 千円   △ 33,300 千円  110,100 千円  

支  出    

  第１款 資本的支出 303,011 千円  △ 31,934 千円  271,077 千円  

第１項 建 設 改 良 費 153,434 千円  △ 31,934 千円  121,500 千円  

（企業債） 

第５条 予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

起債の目的 
補正前 補正後 

限度額 起債の方法 利率 償還の方法 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

医療施設 

整備事業 

千円 

 

20,600 

普通貸借 

又は 

証券発行 

年５．０％以内 
（ただし、利率見
直 し 方 式 で 借 り
入れる資金につ
いて、利率の見
直 し を行 った後
においては当該
見直し後の利率） 

政府 資金 につ いて
は、その融資条件に
よる。 
銀行その他の資金に
ついては、債権者と
の協定による。 
ただし、市財政の都
合により繰上償還、
償還期間の短縮並
びに低利債への借
換えをすることができ
る。 

円 

 

0  

普通貸借 

又は 

証券発行 

年５．０％以内 
（ただし、利率見
直 し 方 式 で 借 り
入れる資金につ
いて、利率の見
直 し を行 った後
においては当該
見直し後の利率） 

政府 資金 につ いて
は、その融資条件に
よる。 
銀行その他の資金に
ついては、債権者と
の協定による。 
ただし、市財政の都
合により繰上償還、
償還期間の短縮並
びに低利債への借
換えをすることができ
る。 

医療機械 

整備事業 

千円 

 

122,800 

千円 

 

110,100 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第６条 予算第８条に定めた経費の金額を次のとおり補正する。  

       （既決予定額）       （補正予定額）             （計） 

（１） 職員給与費 1,488,759 千円  △ 15,000 千円  1,473,759 千円  

（他会計からの補助金） 

第７条 予算第９条に定めた補助金の金額を次のとおり補正する。  

       （既決予定額）       （補正予定額）             （計） 

（１） 一般会計補助金 138,996 千円  68,366 千円  207,362 千円  

 

 

 

令和７年２月２０日 提出 

                                        大網白里市長  金 坂  昌 典 
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収　入 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

病院事業収益 2,776,515 53,360 2,829,875
1

医業収益 2,523,619 △ 41,619 2,482,000
1

入院収益 1,361,450 △ 276,032 1,085,418
2

外来収益 960,608 △ 42,337 918,271
3

その他医業収益 201,561 276,750 478,311
2

医業外収益 252,893 94,979 347,872
2

補助金 146,666 72,747 219,413
3

一般会計負担金 56,513 22,584 79,097
4

国保会計繰入金 1,440 △ 352 1,088

支　出 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

病院事業費用 2,772,379 55,000 2,827,379
1

医業費用 2,750,975 55,000 2,805,975
1

給与費 1,488,759 △ 15,000 1,473,759
2

材料費 700,600 80,000 780,600
3

経費 472,186 △ 10,000 462,186

款 項 目

令和６年度大網白里市病院事業会計補正予算実施計画

収　益　的　収　入　及　び　支　出

款 項 目
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収　入 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

資本的収入 226,153 △ 16,635 209,518
1

出資金 80,000 16,665 96,665
1

出資金 80,000 16,665 96,665
5

公営企業債 143,400 △ 33,300 110,100
1

公営企業債 143,400 △ 33,300 110,100

支　出 （単位：千円）

既決予定額 補正予定額 計
1

資本的支出 303,011 △ 31,934 271,077
1

建設改良費 153,434 △ 31,934 121,500
1

施設整備費 20,680 △ 20,680 0
2

備品購入費 129,019 △ 11,254 117,765

資　本　的　収　入　及　び　支　出

款 項 目

款 項 目
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（単位：円）

金　額 金　額

１． 業務活動によるキャッシュ・フロー ２． 投資活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 114,455,000 有形固定資産の取得による支出 △ 107,060,000

減価償却費 87,828,000 国庫補助金等による収入 2,000

固定資産除却費 1,000 国保会計繰入金による収入 2,750,000

引当金の増減額 2,182,000 寄附金による収入 1,000

長期前受金戻入額 △ 36,903,000 リース債務支払による支出 △ 3,396,000

受取利息及び受取配当金 △ 10,000 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 107,703,000

支払利息 5,887,000

未収金の増減額 328,162,700 ３． 財務活動によるキャッシュ・フロー

未払金の増減額 △ 94,964,686 建設改良等の企業債による収入 110,100,000

たな卸資産の増減額 1,000 建設改良等の企業債償還による支出 △ 139,577,000

小計 406,639,014 他会計からの出資による収入 96,665,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 67,188,000

利息及び配当金の受取額 10,000

利息の支払額 △ 5,887,000 資金増加額 360,247,014

業務活動によるキャッシュ・フロー 400,762,014 資金期首残高 203,104,039

資金期末残高 563,351,053

令和６年度大網白里市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和6年4月1日から令和7年3月31日)

項　　目 項　　目
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特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当 計

損益勘定支弁職員 176(2) 194,186 548,577 371,800 1,114,563 202,919 1,317,482

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 176(2) 194,186 548,577 371,800 1,114,563 202,919 1,317,482

損益勘定支弁職員 175(2) 194,186 548,577 381,800 1,124,563 207,919 1,332,482

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 175(2) 194,186 548,577 381,800 1,124,563 207,919 1,332,482

損益勘定支弁職員 1 0 0 △ 10,000 △ 10,000 △ 5,000 △ 15,000

資本勘定支弁職員 - - - - - - -

合　　　計 1 0 0 △ 10,000 △ 10,000 △ 5,000 △ 15,000

備考　　(　　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きである。

扶養手当 時間外手当 管理職手当 特殊勤務手当 管理職特別勤務手当 宿日直手当

9,874 26,833 13,053 77,469 0 10,615

9,786 27,833 13,155 83,027 0 14,003

88 △ 1,000 △ 102 △ 5,558 0 △ 3,388

住居手当 通勤手当 期末勤勉手当 地域手当 初任給調整手当

6,924 11,524 147,898 43,728 23,882

6,051 12,497 157,164 33,336 24,948

873 △ 973 △ 9,266 10,392 △ 1,066

補正前

補正後

比　較
職 員 手 当 の 内 訳

比
　
較

備　考

区　分

補正前

給　与　費
法定福利費

補正後

合　計

区　分

比　較

補
正
後

補
正
前

給　与　費　明　細　書

１．総　括 （単位：千円）

区　分
職員数
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(単位：千円）

区　分 増減額

12,349

△ 12,349

9,397

△ 19,397

医　師 医療技術員 看護師 准看護師 一般行政職 看護補助員

（医療職(１)） （医療職(２)） （医療職(３)） （医療職(３)） （行政職） （行政職）

平 均 給 料 月 額 （円） 523,982 316,190 325,671 370,200 322,479 368,325

平 均 給 与 月 額 （円） 823,261 361,987 373,291 409,512 366,100 405,526

平 均 年 齢 （歳） 56.6 45.0 47.6 60.0 46.6 48.5

平 均 給 料 月 額 （円） 502,592 297,889 311,958 365,100 331,408 359,375

平 均 給 与 月 額 （円） 1,113,689 368,099 402,862 483,160 398,963 403,992

平 均 年 齢 （歳） 54.3 45.5 47.4 59.0 48.9 47.5

(1)職員１人当たり給与

区　　　分

４．その他の増減分

令和6年1月1日
現　　在

手　当 △ 10,000
１．制度改正に伴う増減分

３．昇給期間短縮に伴う増減分

２．その他の増減分

３．給料及び手当の状況

２．給料及び職員手当の増減額の明細

増　減　事　由　別　内　訳 説　明 備　考

給　料

令和7年1月1日
現　　在

0
２．普通昇給に伴う増減分

１．給与改定に伴う増減分
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級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

級
職員数
（人）

構成比
　　（％）

4 2 18.2 6 6 1 1.4 6 8 1 7.1 8  

3 3 27.2 5 5 23.8 5 6 8.5 5 7 0.0 7  

2 5 45.5 4 3 14.3 4 14 19.7 4 1 100.0 6 1 7.1 6  

1 1 9.1 3 5 23.8 3 14（1） 21.1 3 5 2 14.3 5  

 2 7 33.3 2 34 47.9 2 4 2 14.3 4 4 100.0

 1 1 4.8 1 （1） 1.4 1 3 3 21.5 3

 2 1 7.1 2

  1 4 28.6 1

    

合計120人（2） 11 100 21 100 69（2） 100 1 100 14 100 4 100

4 2 16.7 6 6 1 1.3 6 8 8  

3 3 25.0 5 4 18.2 5 6 8.0 5 7 1 8.3 7  

2 6 50.0 4 4 18.2 4 9 12.0 4 1 100.0 6 1 8.3 6  

1 1 8.3 3 4（1） 22.7 3 19（1） 26.7 3 5 1 8.3 5  

 2 8 36.4 2 37（1） 50.7 2 4 4 33.4 4 4 100.0

 1 1 4.5 1 （1） 1.3 1 3 2 16.7 3

 2 1 8.3 2

  1 2 16.7 1

    

合計122人（4） 12 100 21（1） 100 72（3） 100 1 100 12 100 4 100

一般行政職
（行政職）

看護補助員
（行政職）

令和7年1月1日
現　　在

令和6年1月1日
現　　在

備考　　(　　）内は、再任用短時間勤務あり、外書きである。

(2)級別職員数

区　　分

医　　　師
（医療職（１））

医療技術員
（医療職（２））

看護師
（医療職（３））

准看護師
（医療職（３））
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（3）特殊勤務手当

全職員 医師 医療技術員 看護師

36.2 44.7 13.6 35.3

78.3 100.0 90.5 91.3

43,354 177,933 11,684 27,271
医務手当・特別診療手当等 放射線取扱手当・待機手当・

検査作業手当・調剤手当・機
能訓練作業手当等

夜間看護手当等

区分

給料総額に対する比率 （％）

支給対象職員の比率 （％）(令和6年1月1日現在)

支給対象職員１人当たり平均支給月額（円）

代表的な特殊勤務手当の名称
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１． 円 円 円

(1) 入院収益 1,085,418,000

(2) 外来収益 918,271,000

(3) その他医業収益 464,397,000 2,468,086,000

２．

(1) 給与費 1,473,759,000

(2) 材料費 709,640,000

(3) 経費 420,696,000

(4) 減価償却費 87,828,000

(5) 資産減耗費 2,000

(6) 研究研修費 1,456,000 2,693,381,000

225,295,000

３．

(1) 受取利息及び配当金 10,000

(2) 補助金 219,413,000

(3) 一般会計負担金 79,097,000

(4) 長期前受金戻入 36,903,000

(5) その他医業外収益 10,327,000

(6) 国保会計繰入金 1,088,000

346,838,000

医　業　外　収　益

令和６年度大網白里市病院事業予定損益計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日)

医　業　収　益

医　業　費　用

医業損失
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４．

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 5,887,000

(2) その他医業外費用 1,000

(3) 看護養成費 1,200,000 7,088,000 339,750,000

114,455,000

５．

(1) 固定資産売却益 1,000

(2) 過年度損益修正益 1,000

(3) その他特別利益 1,000 3,000

６．

(1) 固定資産売却損 1,000

(2) 臨時損失 1,000

(3) 過年度損益修正損 1,000 3,000 0

114,455,000

1,809,045,140

0

1,694,590,140

その他未処分利益剰余金変動額

当年度末処理欠損金

医　業　外　費　用

経常利益

特別利益

特　別　損　失

当年度純利益

前年度繰越欠損金
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１． 円 円 円 円
(1)

イ 35,024,709
ロ 2,909,070,701

△ 2,007,629,177 901,441,524
ハ 298,374,267

△ 243,216,910 55,157,357
ニ 8,605,000

△ 3,962,835 4,642,165
ホ 1,028,833,628

△ 823,292,155 205,541,473
ヘ 16,974,000

△ 13,579,400 3,394,600
ト 3,740,105

△ 3,512,100 228,005
 1,205,429,833

(2)
イ 141,400

141,400
1,205,571,233

２．
(1) 563,351,053
(2) 48,860,932
(3) 13,953,023

626,165,008
1,831,736,241

現金預金
未収金
貯蔵品
流動資産合計

資産合計

流動資産

工具器具及び備品
減価償却累計額
リース資産
減価償却累計額
車両及び運搬具
減価償却累計額
有形固定資産合計

無形固定資産
電話加入権
無形固定資産合計
固定資産合計

減価償却累計額

令和６年度大網白里市病院事業予定貸借対照表
（令和7年3月31日）

資 産 の 部

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

土地
建物
減価償却累計額
構築物
減価償却累計額
機械及び装置
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円 円 円 円

３．

(1) 企業債（建設改良費企業債） 299,513,403

(2) リース債務 3,394,800

(3) 768,310

303,676,513

４．

(1) 企業債（建設改良費企業債） 5,885,039

(2) リース債務 △ 1,200

(3) 22,492,489

(4) 賞与等引当金 68,294,344

(5) その他流動負債 500,000

97,170,672

５．

(1) 1,240,686,506

(2) 収益化累計額 △ 722,530,630

518,155,876

919,003,061

繰延収益

長期前受金

繰延収益合計

負債合計

流動負債合計

負　債　の　部

固定負債

修繕引当金

固定負債合計

流動負債

未　払　金
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６． 円 円 円 円

(1) 2,593,379,445

2,593,379,445

７．

(1)

イ 292,875

ロ 13,651,000

13,943,875

(2)

イ 1,694,590,140

△ 1,694,590,140

△ 1,680,646,265

912,733,180

1,831,736,241負債資本合計

資本剰余金合計

利益剰余金

当年度未処理欠損金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

寄附金

資　本　の　部

資本金

自己資本金

資本金合計

剰余金

資本剰余金

国・県補助金
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注  記  表 
 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 
(1)固定資産の減価償却の方法 

・定額法による。 

・主な耐用年数：建物 6～50年、構築物 10～40年、機械及び装置 6～18年、工具器具及び備品 4～15年、車両及び運搬具 5～6年 

(2)引当金の計上方法 

イ 賞与等引当金 

賞与等引当金は、職員に対する賞与の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計

上している。 

ロ 退職給付引当金 

退職手当組合に加入しており、追加的な費用負担を一般会計で負担することとしているため計上していない。 

（3）消費税及び地方消費税の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式による。 

２． リース契約により取得する固定資産に係る事項に関する注記 

（1）リース料総額が 300万円以上のファイナンス・リース取引は、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行う。 

（2）リース料総額が 300万円未満のファイナンス・リース取引は、通常の賃貸借契約に係る方法に準じた会計処理を行う。 

※ リース資産に係る経過措置 

   平成 26年 3月 31日以前に取引を開始したリース契約については、通常の賃貸借契約に係る方法に準じた会計処理を行う。 

３． その他の注記 

    新会計基準移行に係る経過措置 

（1）修繕引当金に関する経過措置 

平成 26年 3月 31日以前に引き当てられたものについては、引き続き従前の例により取り崩すこととする。 

（2）みなし償却制度の廃止に伴う経過措置 

平成 26 年 3 月 31 日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に資本剰余金として整理している額について

は、平成 26 年 3 月 31 日以前に取得又は改良した資産で、取得又は改良した資産と補助金等の対応関係を個別的に把握できる資産を

除いたすべての資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資産は除く。）を対象とした按分等の方法を用いて

合理的に整理している。 
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